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　イスタンブル新市街の中心部、タキシム広場に
隣接するゲズィ公園において、2013年5月27日
に座り込み運動が行われた。ここから始まったゲ
ズィ運動1は、全国の都市に飛び火しながらその
後約1か月続き、イスタンブルの中心地を騒乱と
催涙ガスの渦に巻き込んだ。暴動がほぼ鎮圧され
た6月末までには、負傷者は8000人を超え、死者
はデモ参加者7名、警官2名に上った。さらに2014
年3月には、警官隊が平行に発砲した催涙弾を頭
部に被弾した14歳の少年が、約9か月間に渡る昏
睡ののちに死亡し（死亡時年齢は15歳）、死者は
合計10名となったのだった。
　ゲズィ運動は上記のように多くの市民の生命や
安全を犠牲にしながら、トルコの新たな政治運動
の可能性を示すものとして、国内外の研究者や主
として国外メディアによって注目された。トルコ
の国内メディアは当初ゲズィ運動についてはほぼ
黙殺し、一部の左派系メディアのみが熱心に報じ
るのみであった。
　国外のメディアにとっての当初の関心事は、「ア
ラブの春」と呼ばれる2010年以降にアラブ諸国で
繰り広げられた民主化要求運動と、ゲズィ運動と
の関連性であった。「中東」という地域をひとくく
りに見る観念では、こうした見解は妥当であるか
のように思われた。しかし、やがてゲズィ運動の
主張内容や参集した市民のふるまいなどが明らか
になると、むしろ先進国の都市部で広がった「オ
キュパイ運動」との近似性が指摘されるに至った。
　こうしたメディアの動きとは別に、暴動の直後
に出された正鵠を射た分析として、スラヴォイ・
ジジェクの見解を紹介したい。スラヴォイ・ジジェ
クは6月2日付のボスニア紙で「エルドアン政権
は新自由主義経済と宗教的ナショナリズムによる
権威主義の合同」であると断じ、ゲズィ運動は反
エルドアン運動として立ち現れたとして、運動参
加者たちにエールを送っている2。
　加えて、トルコの研究者らによってゲズィ運動に
賛同する立場から多くの論考が出版された3。単行
本に限らず、複数の有力な学術雑誌でも特集が組
まれている4。研究文献の他にも、ゲズィ運動にお
ける市民の活動や警官隊との衝突を収めた『これ
はまだ始まり』と題されたドキュメンタリー DVD
や5、ゲズィ運動参加者が警官隊との衝突によって
重傷を負いながら、運動で出会った人々や出来事
を通じて人生を切り開いていく様を描いたストー
リー漫画もあり6、ゲズィ運動の経験は様々な形で
人々に受容されていることがうかがえる。
　しかし、実際のところ、その後の選挙戦におい
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7 一党支配体制期（1923～ 1945年）に国会議員が所属したことのある野党は、1924～ 25年に活動した進歩主義者共
和党と、1931年にわずか 4か月の活動期間で解散した自由共和党である。自由共和党は当初官製野党としての性格が
濃厚だったが、政府に反発する議員が予想以上に多く参集したため、短期間で解散が決定された。
てゲズィ運動の影響はほとんど見られなかったと
言ってよい。2014年3月に統一地方選、同年8月
にはトルコ共和国初の直接選挙による大統領選が
行われたが、前者ではイスタンブルを含め、現政
権の公正発展党候補者の圧勝であった。後者では、
まさにゲズィ運動の最大の標的とされたレジェ
プ・タイイプ・エルドアン首相（当時）が大統領に
選出される運びとなった。
　それでは、ゲズィ運動がトルコ政治にもたら
したものとはいったい何だったのだろうか。本稿
では、ゲズィ運動がもたらしたトルコ政治史上の
「成果」とは何か、という問題を検討したい。その
ために、ゲズィ運動が最大の標的としたエルドア
ン政権とはトルコ共和国政治史上いかなる政権
であるのか、そしてゲズィ運動はこれまでのトル
コ共和国政治史にどのように位置づけられるか、
といった点について詳細に明らかにしていく。そ
のうえで、今後のトルコにおける市民の政治参加
という問題にどのような可能性を開き、どのよう
な限界を示したのか、という問題について考察す
る。具体的には以下の構成をとる。第1章では、ト
ルコ共和国政治史におけるエルドアン政権の位置
付けを考察する。第2章において、ゲズィ運動そ
のものの内容について、時系列的に詳説する。第3
章では、ゲズィ運動のトルコ政治史上における特
質を分析したうえで、ゲズィ運動が示した新たな
政治運動の可能性と限界について考察する。
1. トルコ共和国政治史におけるエルドアン政権
（1）世俗主義政権の成立
　エルドアン政権の基盤をなす公正発展党は自称
としては保守主義であるが、これは憲法で「世俗
的」国家であることを謳うトルコ共和国において
違憲のそしりを免れるための方便である。客観的
にはイスラーム主義であり、宗派的にはスンニ派
を代表している。トルコにおいてイスラーム主義
の立場をとる政党の代表が首相に就任したのは
1996年の福祉党エルバカン首相以来であるが、エ
ルバカン政権は福祉党と正道党の連立政権であ
り、イスラーム主義政党による単独政権は共和国
史上初のことであった。
　エルドアン政権誕生のインパクトを正確に把握
するには、公的イデオロギーである世俗主義と、
その対抗勢力として存在してきたイスラーム主義
という観点からトルコ共和国政治史をとらえる必
要がある。さらに、世俗主義堅持に大きな役割を
担ってきたのが軍部であったことが、エルドアン
政権誕生と存続に独特の意味を付与しているので
ある。
　トルコにおいて世俗主義が公的イデオロギーと
して推進されたのは共和国建国直後の1924年以降
である。初代大統領ムスタファ・ケマル・アタテュ
ルクの強力な指導性の下で、カリフ制廃止、シャ
リーアから西洋法への移行、マドラサの廃止など、
イスラーム的制度がことごとく撤廃された。同時
に、神秘主義教団の強制解散、宗務局（のち、宗務
庁に再編成）の創設のように、イスラームを国家
による統制の下に組み敷く政策が断行された。む
ろん急激な世俗主義化に対する社会的反発はア
タテュルクの時代にも見られた。例えば1925年の
シェイフ・サイードの反乱では、クルド人の宗教
指導者がカリフ制廃止に異議を唱えて反乱を起こ
し、クルド人反乱として鎮圧された。1930年には、
エーゲ海にほど近いトルコ西部の町メネメンで、
世俗主義に反発するナクシュバンディー教団員ら
が将校を殺害したメネメン事件が発生した。しか
し、共和国が建国された1923年から1945年まで
は、ごく短期間の例外7を除いてアタテュルクの
政党である共和人民党の一党支配体制であったた
め、世俗主義政策に対する社会の冷ややかな反応
は政治に反映される機会を持たなかった。
（2）世俗主義からの後退と軍部の抵抗
　1945年に複数政党制に移行すると、第二次世界
大戦中の税制改革や農地政策がもとで農村の大土
地所有者の不興を買っていた共和人民党は退潮
傾向となった。代わりに農村重視の経済政策を採
り、義務教育課程における宗教教育を解禁する方
針を明らかにした民主党が選挙で票を伸ばすよう
になっていった。1950年にはその後10年に及ぶ
単独政権を民主党が樹立した。これは直接的には、
トルコ人口の多数派を占める農村の開発に傾斜し
たポピュリズム的な経済政策によって、民主党が
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農村票を大量に獲得した結果であった。しかし農
村傾斜のポピュリズムには、宗教的に保守的な傾
向を持つ農村の文化が多分に反映されており、そ
の点で共和人民党から民主党への政権交代は、明
白に世俗主義からの後退であった。とはいえ、民
主党政権を率いた主導的政治家らはアタテュルク
政権と深い結びつきがあり8、大枠でアタテュル
クの方針である世俗主義を否定したわけではな
かった。
　大票田である農村の支持を一身に集めて盤石と
思われた民主党だったが、1960年、軍事クーデタ
によって政権は崩壊した。この事件をきっかけに、
軍部は政治への介入を積極的に行うようになって
いく。かつてアタテュルクは、自らも軍人出身で
ありながら、軍部が政治に介入することには消極
的な立場をとっていた。軍部は当初アタテュルク
の姿勢を尊重し、政治とは一線を画してきた。と
ころが1960年クーデタ後は、こうした姿勢はあく
までも表面上の態度に過ぎず、実質的には国家安
全保障評議会を通じて合法的に政治介入を行うよ
うになっていった。
　ただし、軍部が世俗主義イデオロギーの継承者
として本格的にイスラーム主義抑圧に乗り出すの
は、トルコにおいてイスラーム主義政治運動が影
響力を持ち始めた1990年代以降である。1970年
代までは冷戦体制における西側の重要な前線と
して、国内の共産主義勢力を主たる仮想敵とし、
1980年代には活発化し始めたクルド人の民族主
義運動を弾圧することに傾注した。
　弾圧対象は時期によって変化していても、政治
的オルタナティヴを暴力によって排除し、選挙に
よって選ばれた議会や政府に睨みを利かせる機関
であることには変わりなかった。特に1980年クー
デタ後の憲法改正によって国民の自由権が制限さ
れる中で、政治のみならず国民の社会生活や思想
に踏み込んで統制を加える軍部の在り方は、国民
の間に軍部に対する疑念や不信感を抱かせること
になった。
　1990年代に入ると、世界的なイスラーム復興の
波の中で、トルコでも福祉党党首エルバカンを中
心にイスラーム主義運動が台頭した。エルバカン
は「ミッリー・ギョリュシュ（国民的視座）」と名
付けたトルコ独自のイスラーム主義運動を提唱
し、支持を集めていた。この背景には、1960年代
以降表面化した大学における女子学生のスカーフ
着用禁止問題といったトルコ特有の信教の自由に
関わる問題から、世俗主義系政治家の相次ぐ汚職、
貧富の差の拡大といった問題が噴出したことが挙
げられる。これらの問題によって、それまで政治
のメインストリームにいなかったがゆえにクリー
ンなイメージがあり、草の根の福祉活動によって
貧困問題に取り組んできた実績を持つイスラーム
主義政治家への期待が膨らんだ。加えて、汚職や
貧富の差という問題は、政治的立場に関わらず国
民の多くが問題視した事柄であったがゆえに、熱
心なイスラーム主義者とは言えない人々の間にも
イスラーム主義政治家への期待感が広がったの
だった。こうした期待感を受けて、1995年総選挙
でエルバカンの福祉党は第1党となり、翌年には
福祉党と正道党の連立政権が組まれてエルバカン
はその首相となった。
　しかし、エルバカンはあまりにも無防備にイス
ラーム主義を掲げていた。彼は1979年に保守的な
都市として知られるコンヤで、シャリーア復活を
主張するデモを行っていた。1997年には軍部が
エルバカン政権と福祉党の活動は憲法違反の疑い
があるとして、憲法裁判所に提訴した。憲法裁判
所もこれを認め、政権は瓦解、福祉党も解党処分
となったのだった。また、現大統領のエルドアン
は、福祉党の若手ホープとして1994年にイスタン
ブル市長に選出され、水道整備や交通渋滞解消の
ための路面電車敷設などで辣腕を振るった。しか
し1997年に政治集会でトルコの著名な民族主義
知識人ズィヤ・ギョカルプの詩を一部改変して朗
読したところ、改変部分がイスラームを称える内
容であったことが問題視されて、解任のうえ逮捕・
収監されたのだった。こうして福祉党によるイス
ラーム主義の政治活動にはいったんピリオドが打
たれた。
（3）エジェヴィト政権の挫折
　次いで政権を担ったのは、民主左派党のビュ
レント・エジェヴィトだった。エジェヴィトは、
1960年代には共和人民党を中道左派政党に変化
8 例えば、民主党政権において大統領を務めたジェラル・バヤルはアタテュルク政権期最後の首相であり、第二代大統
領イスメト・イノニュと並んでアタテュルクからの信頼は篤かった。
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させたことで知られている。世俗主義派の有力政
治家としては珍しく汚職とは無縁の清廉潔白な人
物として国民人気の高い老練な政治家であった。
　しかしエジェヴィトは苦しい政権運営を強いら
れることになった。中道左派の民主左派党、極右
の民族主義者行動党、中道右派の祖国党という呉
越同舟の連立政権であったうえに、エジェヴィト
自身も72歳という高齢や持病という不安材料を
抱えていた。さらに、1999年に発生したマルマラ
大地震による甚大な被害は、ただでさえ不安定な
政権に打撃を与えた。加えて2000年には経済危機
に見舞われ、エジェヴィト政権は大きく動揺した。
　他方、エジェヴィト政権は、外交面ではEU加盟
交渉を大きく前進させていた。トルコは1955年、
EUがEECだった時期から加盟を希望していたが、
現実的に検討されてはこなかった。しかしエジェ
ヴィト政権で外務大臣を務めた民主左派党のイス
マイル・ジェムは、EUとの協調を掲げて加盟交
渉を軌道に乗せた。この背景には、ポスト冷戦期
のトルコ外交が脱アメリカ依存を目指したことに
加え、EUが、現実的にトルコが射程に入ってい
たかはともかく、東方拡大を標榜していたことも
あった。EU側の要求は主として経済的安定、多
文化主義の実現、軍部に対するシビリアン・コン
トロールの徹底だった。エジェヴィト政権はEU
側の要求を受け入れ、加盟に向けた法整備を行う
こととなった。
　軍部にとってEU加盟は微妙な問題であった。
なぜならば、アタテュルクが掲げた脱イスラーム・
近代化（西洋化）路線の継承者を自認する軍部に
とり、ヨーロッパの一部になることを意味する
EU加盟は、まさにアタテュルク路線の完遂とし
て歓迎すべきことであった。しかしEUが要求し
たシビリアン・コントロールは、1960年クーデタ
以後軍部が着実にレールを敷いてきた合法的な政
治介入のルートを遮断するもので、軍部の影響力
を削ぐことにつながったからである。しかし、軍
部の実質的なスポンサーであったアメリカにとっ
て、冷戦期には東欧・ソ連の前線として重要性を
認められていたトルコ軍の価値は、ポスト冷戦体
制に移行する中で揺らいでいると考えられた。ま
た、援助対象国には民主性が求められる風潮もあ
り、最終的に軍部はEUの要求を受け入れざるを
えなくなっていったのである。こうして、軍部は
政治に対する影響力を低減させていった。
　他方、福祉党の解党処分や有力政治家の失脚に
よっていったんは下火になったように見えたイス
ラーム主義政治運動は、しかし実際には草の根の
福祉活動によって着実に影響力を増幅させてい
た。特に1999年のマルマラ大地震での被災者支援
活動や2000年の経済危機後の生活支援活動は、政
権の対応が官僚主義的で不十分だったことへの不
満や失望も相まって、イスラーム主義運動が人々
の生活改善に現実的に「役立つ」ことを強く印象
付けたのだった。福祉活動は、イスラーム主義運
動にイデオロギー的な面で不安や嫌悪感を抱く世
俗主義派の人々の間にも、こうした実利的な観点
から、イスラーム主義運動への好意的な評価が生
まれるきっかけとなった。
（4）公正発展党政権の誕生とエルドアン首相
　2002年の総選挙において有権者は、エジェヴィ
ト政権を支えた3党を切り捨て、「役立つ」イスラー
ム主義政党である公正発展党に期待をかけた。イ
スラーム主義政党に抵抗のある層は、公正発展党
との対抗上世俗主義を前面に打ち出していた共和
人民党に流れた。結果、選挙法の10％足切り条項9
の影響もあり、議会は与党の公正発展党と野党の
共和人民党の2党のみとなったのである。
　国民の反応はおおむね歓迎ムードであった。先
述した世俗主義政治家の汚職を始めとする諸問題
や、世俗主義そのものが軍部と政治の癒着関係を
正当化し、トルコの民主主義を有名無実化する論
理に成り下がっていたことなどから、左派を含む
多くの国民は世俗主義「でないもの」に期待をか
けることにしたのである。イスラーム主義である
公正発展党は、まさに世俗主義のオルタナティヴ
として有益な存在と考えられた。また公正発展党
は長年の草の根福祉活動の結果、強固な地盤を築
いていたことも見逃すべきではない。特に女性党
9 選挙法第 33条の規定により、全国での得票率が 10％以下の政党からは当選者を出さない。
10 アイシェ・ギュネシュ、ファトマ・トゥトゥンジュ（拙訳）「トルコにおける AKPの政党政治（2002～ 2007年）と
西洋主義者・イスラミスト・フェミニストの言説の交差にいる女性たちの苦悩」ザヒア・イスマイル・サルヒー編著（鷹
木恵子他訳）『中東・北アフリカにおけるジェンダー：イスラーム社会のダイナミズムと多様性』明石書店、2012年、
174-178ページ。
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員を活用した女性票の掘り起こし戦略は重要で
あった10。
　アメリカやEUでは、2001年にアメリカ同時多
発テロ事件が発生してイスラームフォビアの嵐が
吹き荒れる中、建国以来世俗主義国として中東に
おける安定要素と思われていたトルコでイスラー
ム主義政権ができたことに警戒する向きもあっ
た。しかし公正発展党が勝利宣言早々にEU加盟
路線を引き継ぐことを表明すると、警戒はひとま
ず緩んだのだった。
　軍部については、公正発展党政権に対し1997年
同様に何らかの行動を起こすことが疑われたが、
軍部は政権としばしば対立しながらも政権を崩壊
させるような行動には至らなかった。しかしこれ
は、軍部が民意を尊重してあえて行動を起こさな
かったのではなく、クーデタ計画の失敗による沈
黙であったことがのちに発覚した。クーデタ計画
の失敗発覚を伴う一連の軍部のスキャンダルは
「エルゲネコン事件」と呼ばれるが、この事件は軍
部がもはや政権を脅かすほどの政治的影響力を持
たないことを人々に認識させた。これはEU加盟
交渉にともなうシビリアン・コントロールの成果
であり、民主化の進展ともいえる。しかしトルコ
では、一つの政権が過度に強力な権力を得たり、
政権が運営不能に陥ったりした場合に、クーデタ
という形で軍部が強引な舞台転換役を担ってきた
という現実がある。制度的民主化と引き換えに「汚
れ役」を失ったトルコ政治は、以後公正発展党の
ポピュリズムに呑み込まれていくことになる。　
　公正発展党の代表であり、同党のポピュリズム
を象徴するのがエルドアンである。エルドアンは
前述のとおり、1997年にイスラームを称える詩
を公然と朗読したことが原因で収監されている。
トルコでは収監された国民は被選挙権を剥奪され
る規定があったが、公正発展党は法改正を行い、
エルドアンは選挙違反により空席となった選挙区
からの補選で当選した。公正発展党政権は2002年
から始まったが、エルドアン政権の始動が2003年
からであるのはそのためである。エルドアンの首
相就任に伴い、ギュルは首相から外相に転任した。
なお、アブドゥッラー・ギュルは2007年に大統領
職に就いているが、2014年にはギュルの任期満
了による選挙の結果、エルドアンが大統領の座に
着いた。
（5）エルドアン政権
　エルドアン政権は、2003年から2014年までの
間に2度の総選挙を経験している。総選挙を区切
りとし、第1期エルドアン政権を2003年から2007
年、第2期を2007年から2011年、第3期を2011年
から2014年とする。
　第1期エルドアン政権は、組閣早々イラク戦争
をめぐる対米関係と国内政治のジレンマに直面す
ることになった。アメリカがイラクとの開戦を見
据えて、米軍基地使用許可を含む協力を要請して
きたのである。しかしこれを議会の決定によって
拒絶したことで、アメリカとの関係をできる限り
悪化させずに、反米に傾いているトルコ世論を納
得させることに成功した。
　また、公正発展党勝利宣言時にEU加盟交渉プ
ロセスの推進を内外に発表したが、その後の加盟
交渉の展開は国民に期待と失望を与えるものと
なった。この時期、トルコ国民はEU加盟後の生
活変化について希望に満ちた展望を持ったが、し
かし加盟交渉ではキプロス共和国との国交正常化
を持ち出され、越えるべきハードルの高さに落胆
したのだった。加盟交渉で従来トルコ側が改善す
べき課題としてEUに指摘されてきたのは、多文
化主義的見地および政軍関係における民主化だっ
た。キプロス問題の提起は、これらの問題の解決
が視野に入ってきた段階で、解決が極めて困難な
課題を新たにトルコに突き付ける形となった。こ
れはトルコ国民にEU側のトルコ加盟への意思を
疑わせることにつながった。
　その一方でエルドアン政権は他の中東諸国との
間に緊密な関係を築いていった。これは、政府の外
交ブレーンであったアフメト・ダウトオールの路
線でもあった11。ダウトオールは2009年からエル
ドアン政権の外務大臣に着任し、その後2014年に
はエルドアンに代わって首相の座に着いている。
　経済的には2004年に9.36％という高い経済成
長率を記録した。また長年の懸案だったインフレ
を脱却し、2005年にはゼロを6つ取るという大幅
なデノミネーションを実施した。こうした経済的
11 Ahmet Davuto÷lu, Strategik Derinrik: Türkiye’nin Uluslararası Konumu, Türe Yayınları: østanbul, 2001. ダウトオールの外交政
策については次の研究が詳しい。今井宏平「『ダーヴトオール・ドクトリン』の理論と実践 : シリアとの関係を事例と
して」『海外事情』第 60巻 9号、2012年 9月、16～ 31ページ。
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な成功は、第2期以降のエルドアン政権の基盤と
なっていくのである。
　第2期エルドアン政権を成立させた2007年総選
挙では、野党が1党から3党に増加した。第1期に
続いて共和人民党、そして新たに民族主義者行動
党（極右）、民主的社会党（クルド系）である。民
族主義者行動党の躍進は、第1期エルドアン政権
のEU加盟に向けた改革の結果、クルド語を始め
とするマイノリティの言語・文化の規制緩和が行
われたことに対する反発の表れと考えられた。
　「エルゲネコン事件」と呼ばれる一連の政府転
覆テロ計画は、第2期エルドアン政権発足後に調
査報告書が発表され、人々の知るところとなった。
エルゲネコンとは、軍人や官僚、政治家らが参加
したテロ組織で、要人の暗殺や爆破テロを起こす
ことで社会を混乱に陥れ、公正発展党政権転覆を
図っていたとされている12。軍人が関与したエル
ゲネコン事件を明らかにすることで、エルドアン
政権は軍部に対する政権の統制を強化することに
成功した。
　また、2007年10月の憲法改正により、2014年
の大統領選挙は直接選挙で行われることとなっ
た。2014年8月、エルドアンはこの改正を受けて
初めて行われた大統領選挙で勝利し、大統領に就
任している。
　このように、第2期エルドアン政権ではエルド
アン体制を強化する方策がとられ、これが第3期
エルドアン政権の急進化につながっていくのであ
る。
　第3期エルドアン政権（2011年～ 2014年）にお
いて、政権は一気にイスラームへの傾斜を強めて
いった。例えば、2008年に物議を醸したエルド
アンの「子供は3人が望ましい」との趣旨の発言
は、第3期になってからも繰り返された。そのう
え議会でも委員会レベルで検討され、政策化への
道筋が作られたのである13。また、2013年5月に
は酒類販売規制法が議会を通過、6月には施行さ
れた。この法律は、酒類のあらゆる宣伝、10時以
降の小売店での酒類販売等を禁止するという内容
であった14。これらの政策に対し市民は、これま
で世俗主義のもとで守られてきた個人のライフス
タイルに、イスラーム的観点から政権が規制をか
けてきたと感じたのであった。
　ところが、こうしたエルドアン政権のイスラー
ム傾斜に対し、野党はほとんど無力であった。最
大野党の共和人民党は、世俗主義の堅持を謳って
いるという点でも公正発展党の最大のライバル
と考えられた。しかし同党は2代続いて不人気で
リーダーシップに欠ける党首を擁し、人材不足は
誰の目にも明らかであった。また、世俗主義の堅
持やアタテュルクの称揚ばかりを声高に訴える同
党の政治手法は、そもそもイスラーム主義の隆盛
を招く原因となった世俗主義体制の種々の失敗か
ら学ばないエリート主義とも感じられた。
　与党の攻勢に野党が防戦一方となる中で、第2
期から行われていた都市中心部の再開発はさらに
推進された。その過程で、イスタンブル中心部に
あった世俗派のコミュニティは次々と破壊されて
いった。イスタンブル新市街の中心部タキシム広
場から南西方向に延びる目抜き通りのイスティク
ラル通り沿いには、小さなカフェや良質な書店の
ような、学生や知識人のたまり場が複数存在して
いた。彼らの多くは世俗主義の支持層であった。
しかし、これらのたまり場は、イスティクラル通
り沿いの街区がブロックごと再開発され、小規模
店舗が中規模モールに、あるいはホテルへと取っ
て代わられる中で、次々に姿を消していった。
　第3期のエルドアン政権が掲げたイスタンブル
中心地再開発プランには、タキシム広場周辺の再
開発が含まれていた。同時にタキシム広場の北側
に隣接するゲズィ公園の商業利用計画や、広場近
くでの大規模モスク建設計画も進行していた。
　国内の世俗主義派はエルドアンの社会政策や再
開発方針に反発したが、国際的にはエルドアン政
権の評価はむしろ高いものであった。結果的に落
選はしたが、イスラーム世界初のオリンピック開
12 「エルゲネコンとはこんな組織　ススルルクはじめ様々な事件に関与」（2008年 01月 25日付　Radikal紙からの翻訳）
 http://www.el.tufs.ac.jp/prmeis/html/pc/News20080125_220453.html　（2014年 9月 28日閲覧）
13 「エルドアン首相の「子供は 3人」提案、具体的政策化へ」（2013年 02月 09日付　Hürriyet紙からの翻訳）
 http://www.el.tufs.ac.jp/prmeis/html/pc/News20130210_102407.html （2014年 9月 28日閲覧）
14 条文は下記の官報に記されている。http://www.resmigazete.gov.tr/eskiler/2013/06/20130611-1.htm。（2014年 9月 28日閲覧）
 また、トルコの有名ビールであるエフェス・ピルセンのホームページは、同法律を理由に実質的に閲覧不能となって
いる。http://www.efespilsen.com.tr/ （2014年 9月 28日閲覧）
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催国となる可能性から世界の注目を集めた。「ア
ラブの春」に伴う革命でムバーラクの長期独裁政
権を倒したエジプトでは、経済成長や宗教・政治
の親和性という観点から、エルドアン政権はモデ
ルとして称揚された。しかしながら他方で、隣国
シリアの内戦においてはトルコの仲裁は全く不調
に終わり、地域内の安全保障にトルコは宗派的・
歴史的・民族的な理由から十全に役割を果たせな
いことを露見させた。また、EU加盟交渉は遅々
として進まず、もはやトルコ側の加盟意思すら不
確かである。しかしそれでも経済成長と10年に及
ぶ安定政権は、アメリカやEUの関心を引き付け
ておくには十分であった。
　つまり、エルドアン政権の持つ国内政治上の
様々な問題や国際政治上の危うさは、政権の安定
と経済成長という二つのプラス材料によって、国
際的にはほとんど無視されてきたのである。トル
コは1990年代以降の大幅な民主化をEUの外圧を
駆動力として推進してきた。エルドアン政権の民
主政治上の問題性を批判する有力な外的勢力が存
在しないという事態は、エルドアンの政策に反発
するトルコの市民にとっては、今後の改善が見込
めないということを意味していた。上述のように
野党の影響力も望み薄だったためである。
　トルコの政治史においてエルドアン政権は、従
来世俗主義体制のオルタナティヴとして存在して
いたイスラーム主義勢力の体制化を果たした。し
かもこの体制化は、国内にも国際的にも有力な歯
止めがない状態で強化されていったのである。そ
して、ゲズィ公園から始まったイスタンブル市民
の政治運動は、政権に対して良くも悪くも歯止め
の役割を果たしていた軍部や外国の圧力が期待
できないという新たな状況下で、一般市民が身を
もって政権の歯止め役を果たそうとした、トルコ
政治史上きわめて画期的な出来事だった。
2. ゲズィ運動の展開
　ゲズィ運動は、2013年5月27日に行われたゲ
ズィ公園での座り込み運動に端を発し、その後大
規模化したが、その後の警官隊による暴力的な鎮
圧作戦を受けて暴動に発展した。この公園での座
り込み運動は、そもそもゲズィ公園の再開発計画
によって伐採が決定された公園の木々を守るため
の環境保護的な活動という装いであった（図1）。
しかし、再開発計画がエルドアン政権の主導によ
ると考えられたため、公園の樹木伐採反対運動は、
イスタンブル市やカディル・トプバシュ市長を飛
び越えて、すぐに反エルドアン運動の受け皿と
なった。
　また、ゲズィ公園に建設される予定の建物が、
オスマン帝国時代の陸軍司令部を模した高層ビル
であることも市民の反発の原因の一つであった。
1922年に事実上滅亡したオスマン帝国の存在は
歴史になりつつあるが、今も政治的言説のうえで
は十分に世俗主義体制に対する反動としての意味
を保持している。オスマン性の強調は、そのまま
イスラーム体制の復権に読み替えられ、批判の対
象となったのだった。
　ゲズィ運動に参加した人々は、イスタンブルだ
けでも360万人～ 750万人と言われる。開始時の
運動の主体はタキシム・プラットフォームと呼ば
れる市民社会組織だが、大規模化してからは全体
を統括するような組織は実態としては存在せず、
各種組合、政党、サッカーのサポーター団体、「ア
ノニマス」、個人的な参加者など、様々な主体の自
由な寄り集まりであった。
　主体が様々であれば、その主張もまた様々であ
る。新自由主義的な経済政策を批判して労働者の
待遇改善を訴える者、「子供は3人」発言や中絶禁
止方針を問題視して女性の権利拡充を訴える者、
過度なイスラーム傾斜を非難する者、youtube閲
覧禁止に代表されるエルドアン政権のインター
ネット規制に反対する者、アルコール規制に反対
する者など、全体的に世俗主義寄りではあるが、
それだけでは説明できない多様性が見られた。い
ずれにも共通しているのは、主張はいずれもエル
ドアンの政策を一つ一つ批判しているということ
である。
　普段はまばらな木立とベンチがあるだけのゲ
ズィ公園には、運動開始とともにテントや寝袋、
毛布などの物資が運び込まれた。5月末はトルコ
ではすでに初夏の気候となり、降雨も少ないため
野外活動には適した時期である。人々は物資を手
に集まり続け、即席の野外図書館や無料バザー、
食事の炊き出し、ダンスパーティなどが行われ、
祝祭のような様相を呈していた。一般市民のみな
らず、知識人、芸術家、音楽家、有名実業家などが
駆けつけ、演説会やコンサートが行われた。
　しかし、こうした祝祭的な雰囲気は3日目に警
官隊による鎮圧作戦が開始されると一変する。警
官隊は放水車や催涙ガスを使ってゲズィ運動鎮圧
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15 “Cumhurbaúkanı Gül’den Gezi Parkı açıklaması, ” Hürriyet, June 3, 2013.
 http://www.hurriyet.com.tr/gundem/23424869.asp  （2014年 9月 28日閲覧）
16 イスラーム・アレヴィー派の信徒は礼拝作法などが異なるためモスクで礼拝せず、「ジェムエヴィ」と呼ばれる固有
の礼拝所を持っている。葬儀がジェムエヴィで行われたことで、エルヴァン家がアレヴィー派であることが明示され
た。なおアレヴィー派は世俗主義派の支持層として知られ、共和人民党と長年にわたって協力関係を築いている。
に乗り出した。この頃、インターネットを通じて
一枚の写真が多くの人々の目に留まった。それは
赤い半袖ワンピースを着た長い髪の女性に向かっ
て、至近距離からガスマスクを着けた警官隊が催
涙ガスを噴射している写真である。この写真は、
無防備な市民に対する警官隊の暴力を象徴するひ
とこまとして広く拡散された。
　警官隊とデモ参加者の衝突が生じた翌日の5月
31日には、行政裁判所がゲズィ公園再開発計画に
差し止め命令を出した。これによってゲズィ運動
の当初の目的は達せられたが、すでに運動は大規
模化して様々な主張が展開されており、運動は終
結しなかった。むしろ運動はアンカラ、イズミル、
トラブゾンなどトルコの都市に飛び火した。この
うち黒海沿岸の都市であるトラブゾンはエルドア
ンの家族の出身地であるリゼに近く、概して公正
発展党の支持層である宗教的保守色の強い土地柄
として知られている。
　しかし、エルドアン首相は譲歩の姿勢を見せる
ことなく、タキシム広場近辺に大規模モスクを建
設する計画を発表し、さらにデモ参加者を「なら
ず者」「マージナルな人々」と表現して非難した。
そして混乱の収拾も不十分なままに、北アフリカ
諸国外遊に出発したのだった。
　エルドアン不在の5日間で、政府は一時的にデ
モ参加者への歩み寄りを見せた。ギュル大統領は
デモ参加者に和解を呼びかける声明を出し、「民
主主義は選挙だけではない」と、暗にデモ参加者
の正当性を認める発言をした15。また、アルンチ
副首相はデモ参加者代表と面談し、その主張に耳
を傾けた。
　しかし、エルドアン首相が6月7日に帰国する
と、衝突は再び激化した。ゲズィ公園周辺のみな
らず、タキシム広場やその周囲の街区では、放水
車や催涙ガス弾を装備した警官隊と投石などで応
戦するデモ参加者が衝突し、街区の市民生活にも
影響が出ていた。混乱の中でデモ参加者や通りす
がりの少年に犠牲者が出たのはこの頃である。
　6月12日にはようやくエルドアン首相はデモ隊
代表との会談に応じ、その後公園開発については
住民投票を行う意思を表明した。しかし選挙では
組織力を誇る公正発展党が圧倒的に有利であり、
この方針転換は必ずしもデモ参加者にとって勝利
とは言えなかった。この後で、もとのデモ主催者
であったタキシム・プラットフォームはデモの組
織を同団体に一本化することを発表したが、これ
は事実上の戦線縮小宣言であった。これに伴い、
デモの拠点はゲズィ公園から少し離れた住宅地の
オクメイダヌ地区に移動して、暴動は鎮静化に向
かった。しかしデモ活動自体は完全には終結せず、
イスタンブルのサッカーチーム、ベシクタシュの
サポーター団体がチームの旗を掲げてタキシム広
場でデモを行い、他のチームサポータ （ーガラタ
サライ、フェネルバフチェ）もこれに参加した。
また、6月22日には犠牲者追悼デモが行われ、警
官隊と再衝突した。本格的な衝突はこれが最後と
なった。
　その後、2014年3月に、昏睡状態にあった15歳
（被弾当時は14歳）の少年ベルキン・エリヴァン
が死亡した際には大規模な追悼デモが行われ、葬
儀会場となったオクメイダヌのアレヴィー礼拝
所16周辺では葬儀後に警官隊とデモ参加者との間
に衝突が生じた（図2）。また、2014年5月末には
ゲズィ運動1周年を記念して再びデモが行われた
が、もはや運動は局所的なものに留まり、タキシ
ム周辺が混乱に陥ることはなかった。
3. ゲズィ運動とトルコ政治
（1）ゲズィ運動の新規性
　ゲズィ運動ではトルコ政治史に残る新規性や重
要な問題提起がみられたが、その一方で、トルコ
政治に通底する権威主義との親和性や、政治運動
としての有効性について疑問が残った。
　ゲズィ運動の持つ新規性とは、これが固有のイ
デオロギーのみで成り立つ統一的な運動ではな
く、様々な主張を持つ市民による自由な凝集によ
る運動であったという点である。トルコ政治は、
1970年代に社会主義、民族主義、イスラーム主義
など、様々なイデオロギーに基づく政治運動が活
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17 日本の影絵あそびでキツネの顔として用いられる形と同じものだが、トルコではオオカミの形とされ、極右のシンボ
ルになっている。
18 Tanıl Bora, “Herkes øúsiz ama Seninki Farklı: Türkiye’de Beyaz Yakalı øúsizli÷ine Genel Bakıú,” Tanıl Bora, Aksu Bora, Necmi 
Erdo÷an, ølknur Üstüm, “Boúuna mı Okuduk?”: Türkiye’de Beyaz Yakalı øúsizlik, øletiúim: østanbul, 2011, pp. 51-57.
発化した時期をすでに経験している。しかしこの
時はイデオロギー同士の抗争という側面が強く、
合同はほとんど見られなかった。しかしゲズィ運
動では、むしろイデオロギー性は水面下に沈潜し、
都市の環境保護や個人の自由、労働者の待遇改善
といった、具体的で生活実感に基づく主張が繰り
広げられた。参加者も殊更に主張の違いを問題に
することなく、時には矛盾する主張をそれぞれに
行う特異な政治空間を作り上げた。
　例えば、運動には極右政党である民族主義者行
動党の支持者と思われる人々が参加している。彼
らはトレードマークとして手でオオカミの顔17を
作って掲げる特徴がある。他方で、参加者の中に
は民族主義者行動党と対立し、彼らの攻撃にさら
された経験を持つ集団も含まれている。マイノリ
ティ民族であるクルド人や、1978年に南部の町
マラシュで150人もの信徒が同党関係者に虐殺さ
れたアレヴィー派の人々である。しかし彼らはゲ
ズィ運動では同じ政治空間を共有することを選
び、ともにデモに参加し、警官隊に応戦したのだっ
た。
　また、クルド人の中には、テロ組織として非
合法化されているクルド労働者党（PKK）の旗
や、その精神的支柱で現在は収監中のアブドゥッ
ラー・オジャランの顔が描かれた旗を掲げる者も
あった。トルコの法律ではPKKやオジャランを称
揚する言動は禁止されており、また一般市民の中
にもPKKに対する嫌悪感は一定程度認められる。
PKK旗問題についてはデモ参加者間で話し合い
が持たれたが、結局はこれもまた受け入れが決定
されたのである。
　イデオロギーや政治運動の対立構造に頓着しな
い姿勢の背景には二つの要因が考えられる。一つ
には、既成政党に対する失望である。公正発展党
が12年という長きにわたり単独政権を築くこと
に成功した理由には、経済成長など様々な理由が
あるが、政治的には、公正発展党に代わる有力な
オルタナティヴの不在が挙げられる。エルドアン
政権はその剛腕ゆえに様々な集団と対立してきて
はいたが、彼らは互いに合同できずにいた。例え
ば、議会の野党である共和人民党と民族主義者行
動党とクルド系政党の平和民主党は、野党同士の
糾合や協力よりも、選挙対策のために互いの差異
を強調することに腐心してきた。公正発展党は、
自らの組織力のみならず、こうした政治構造の中
で漁夫の利を得てきた。その結果、公正発展党は、
もはや選挙では崩すことが難しいほどの強大な
基盤を築くことになったのである。こうした政治
的閉塞状況の中で、既成政党がなしえなかった自
由で共同的な政治空間がゲズィ運動では作られて
いった。
　緩やかな政治空間が作られた第二の要因とし
て、その中心的役割を果たしたのが20～ 30代の
若者層であったことが考えられる。彼らはトルコ
社会では、政治に関心がなく、社会に対する問題
意識を持たず、もっぱら消費文化に耽溺する層と
して捉えられてきた。しかし、現実には若者の置
かれた状況は必ずしも恵まれたものではない。若
年失業率は約17％で、EU全体と比べればまだ良
好ではあるが、エルドアン首相が強調するほど経
済成長の恩恵に浴しているとは言えない。
　元来、トルコの若年失業率を押し上げているの
は普通科高校卒業者であるとされてきた。しかし
大学の数が2002年以降、それまでの2倍以上に膨
らんだことで、これまでは高卒で学業を終えてい
た層が大学進学を果たすようになった。彼らは大
学卒業資格を得たものの、従来の大学卒業者に期
待される技能を習得しないまま社会に出る若者と
なる。そして彼らは就職活動に挫折すると家族に
扶養されることを選ぶ場合が多いため、「失業率」
の数値にすら反映されない若き無業者になって
いく18。
　トルコに経済成長をもたらした要因としてしば
しば言及されるのはトルコ人口の「若さ」であり、
エルドアンの「子供は3人」発言も、この「若さ」
を保つためであった。しかし、当のトルコの若者
たちは、政府の教育政策に翻弄され、社会の中に
居場所を失っていたのである。
　追い詰められた若者たちは、「アラブの春」や「オ
キュパイ運動」などに触発される形で路上の運動
に引き寄せられていった。彼らは政治的バックグ
ラウンドを持たないがゆえに、軽さや祝祭性を運
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19 例として、催涙ガスの乱用を茶化した「第 1回伝統ガス祭りへようこそ (1. Geleneksel Gaz Festivaline Hoú Geldiniz)」や、
放水車の出動を茶化した「9日間入浴していません。至急放水車の手配をお願いします（9 gündür yıkanmıyorum acil 
TOMA gönderin)」などがある。#orantısızzeka: “Konuya Çok Hakimim. Anladı÷ım Kadarıyla Olay Bir Parkta Geçiyor,” 4951 
Film: østanbul, 2013. (DVD “Bu Daha Baúlangıç”　付録ブックレット）
動に持ち込み、特定の政治運動に固執することも
なかった。また、ゲズィ運動では、路面や建物の
外壁にスプレーで落書きをする行為が広く見られ
た。通常こうした行為は、若者の悪ふざけによる
迷惑行為と捉えられるが、ゲズィ運動ではこうし
た悪ふざけが運動にユーモアを持ち込む要素にも
なっていた19。つまり、これまで政治運動に参画
してこなかった若者たちが参画したことで、運動
全体に緩さや軽さが生まれたのである。
（2）二つの問題提起
　ゲズィ運動がトルコ政治史に残した重要な問題
提起とは、第一に「反エルドアン」という共同戦
線の可能性、第二に世界的な民衆運動との連動性
である。
　すでに述べた通り、ゲズィ運動は特定のイデオ
ロギーによらない緩やかな政治運動だったが、共
通の目標は存在していた。それは、エルドアン首
相の急進化に歯止めをかけ、最終的には辞任に追
い込むことであった。
　この背景には、エルドアンの政策そのものの問
題性もさることながら、選挙という制度の限界が、
公正発展党政権のもとで顕在化してきたという現
実があった。第1章で見たように、トルコ共和国
の政治史では、選挙ではイスラーム寄りの政党が
多くの票を集める傾向があった。また軍部が非民
主的な方法で政治に介入する、というプロセスが
繰り返されてきた。公正発展党政権が盤石な地位
を築くまで、トルコ国民にとって、軍部の影響力
を抑えて選挙結果を正しく政治に反映させること
は、民主主義の実現という点で重要な政治課題で
あった。公正発展党政権が成立し、軍部の影響力
を抑制することにも成功したことで、今後は軍部
を恐れずに選挙結果が直接政治に反映させること
ができる状況になった。
　他方で、公正発展党は、与党という立場を利用
した組織力やポピュリズム政策の遂行、女性党員
の戸別訪問などきめ細やかな集票戦略、地域の有
力議員の取り込み、潤沢な資金を活用した派手な
広報などによって、もはや野党の追随を許さない
ほどの規模で地盤を拡大・充実させていったので
ある。また、公正発展党の下で成長を遂げた企業
や実業家、拡大した中産階級によっても同党は支
えられていた。長期政権化したことによって、変
化を嫌う一般の庶民たちも同政権を支持するよう
になっていった。
　こうして、公正発展党を取り巻くあらゆる状況
が政権を盤石なものに仕立てていく中で、公正発
展党の政治に危うさを感じる人々は、選挙以外の
方法で公正発展党に異議申し立てをする他なかっ
た。野党である既成政党にも期待が持てないため、
特定の党を通じて自分たちの主張を議会に伝える
よりも、自ら路上に出て運動することを選んだの
である。
　彼らは路上で、方法論やその先の将来像は違え
ども、当面の目標を同じくする多くの市民と出会
うことになった。運動では、手をオオカミの形に
して頭上に掲げる民族主義者行動党支持者と、オ
ジャランの旗を掲げるPKK支持者と、アタテュル
クの旗を掲げる世俗主義者とがともにデモ行進を
行った。スカーフをかぶった女性も見られた。イデ
オロギーを越えた民衆的連帯を一度は実現したと
いう経験は、今後のトルコ政治において、政党や
政治運動のあり方に発展的な問題提起となったと
考えられる。
　ゲズィ運動が残した第二の問題提起と考えられ
る世界の民衆運動との連動性だが、それには濃淡
がある。
　当初、ゲズィ運動との関連性が考えられたのは
「アラブの春」と称される中東・アラブ地域の民主
化運動だった。「アラブの春」と称される民主化運
動では、選挙すら公正に行わない独裁政権に対し、
政治的自由を求めてデモなどの政治運動が行わ
れ、その背景には経済的逼迫があった。
　しかし、ゲズィ運動は様々な面で「アラブの春」
とは異なる側面を持つ。まず、すでに述べたよう
に現在のトルコでは選挙は概ね問題なく行われて
いる。政権は世襲ではない。また、アラブ諸国と
比すれば経済成長は着実に行われていると言え
る。ゲズィ運動の主張は、選挙では掬い取られる
ことのない少数派の意見を疎外することへの各々
の異議申し立てであり、新自由主義的な経済政策
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20 Peter Mayo (Mert Çelikbilek trans.), “Muhafazakar-Neoliberal øttifak ve Gezi Direniúi,” Kemal ønal ed., Gezi, øsyan, Özgürlük: 
Soka÷ın ùenlikli Muhalefeti, Ayrıntı Yayınları: østanbul, 2013, p. 348. Sürreyyya Evren, “Gitmeyen Otobüsün Yolcuları: Occupy, 
Tahrir ve Mayıs ’68 Hatlarıyla Gezi’ye Seyahat,” Cogito, No. 75, 2013, pp. 239-248. 
21 選挙結果については下記のウェブサイトを参照した。ùeçim Haberler.com, http://secim.haberler.com/ （2014年 9月 29日
閲覧）
による数値上の経済成長は貧困層の生活改善には
つながっていないことを指摘する声であった。
　つまり、「アラブの春」と称される運動とトルコ
のゲズィ運動では、目標や立ち向かうべき対象に
大きな違いが見られるのである。しかし、既存の
政治体制に失望した民衆が自ら路上に出て政治の
変革を目指した運動として、「アラブの春」はゲ
ズィ運動に影響を与えたものと考えられる。
　「アラブの春」よりもゲズィ運動が近似性を持
つのは、むしろ先進国で行われた「オキュパイ運
動」や、南米における社会政策改善を求めた運動
であったと思われる20。それは、新自由主義経済
政策のもとでグローバル化する経済の論理に政権
が呑み込まれる中で、社会政策ごと生活基盤が脅
かされる当事者たちの運動である。さらに、ゲズィ
運動直後にスラヴォイ・ジジェクが看破したよう
に、トルコにおいて特徴的なのは、イスラームと
いう伝統文化の要素が大いに利用されていること
である。エルドアン政権は元来宗教的保守派に支
えられている政権である。グローバル経済との癒
着から支持者の目をそらし、政権への帰属意識を
高めさせるために「宗教的ナショナリズム」は大
いに利用され、エルドアンという個人の権威に結
び付けられる。
　このように、ゲズィ運動は「反エルドアン」と
いう旗印のもとに様々な政治運動を凝集させるこ
とに成功し、さらに、主張自体は国内政治的であ
りながら、手法や、エルドアン政権の経済政策の
グローバル性への批判という点で、世界的な民衆
運動との連動性が見られるのである。
（3）ゲズィ運動が残した課題
　スラヴォイ・ジジェクはエルドアンを「権威主
義」と評したが、ゲズィ運動側も「権威主義」を完
全に放棄しているとは言い難い。それは、デモで
掲げられた旗にアタテュルクやオジャランのよう
な「英雄」の姿が多く見られたことに表れている。
　アタテュルクが推進した世俗主義は憲法にも明
記された国家的なテーゼだが、その実、広く国民
に支持されているわけではない。そのことは選挙
における世俗主義の退潮が物語っている。しかし
他方で、世俗主義に基づく宗教統制や、テーゼそ
のものはトルコの政治文化として確固たる地位を
築いている。これは、アタテュルクの権威主義体
制の下で強引に世俗主義的な政策を断行し、国民
もまた、「救国の英雄」としてのアタテュルクの権
威を理由に世俗主義に対する反対を表立っては
ほとんどしてこなかったためである。また、アタ
テュルクの死後も、軍部はアタテュルクの権威を
利用し、政権が世俗主義から後退することを許さ
なかった。
　現在になってエルドアンの権威主義に抵抗す
る人々がアタテュルクやオジャランのような「英
雄」の肖像を掲げることは、現在の権威に対して
古い、あるいは民族主義的な権威を持ち出すこと
である。そこには、アタテュルクの出現によってト
ルコの人々が経験し、そしてまたエルドアンに一
度は多くの国民が期待したような、一人の「英雄」
に国の将来を委任してしまう政治的態度が見て取
れる。中心を持たない新たな政治運動においてす
ら英雄待望的な姿勢が表出したことは、エルドア
ンが大統領として高度に政治シンボル化してゆく
今後のトルコ政治において、民衆運動の旗印とな
りうるものは何なのか、改めて考え直す必要があ
ることを示しているであろう。
　ゲズィ運動が発生してから、トルコでは2度
の選挙が行われた。2014年3月の統一地方選挙
と、同年8月の大統領選挙である。これらの選挙
結果をふまえ、ゲズィ運動の影響について考察を
加える21。
　統一地方選挙では各地方自治体の首長及び地
方議会の議員選挙が行われた。イスタンブルでは
公正発展党所属で現職のカディル・トプバシュが
47.9％の得票をもって3選を果たした。第2位と
なったのは共和人民党のムスタファ・サルギュル
で、得票率は40.1％であった。2009年に行われた
前回の統一地方選での両党の得票率は、公正発展
党が44.2％、第2位の共和人民党が37.0％であっ
た。つまり、前回と今回とでは、両党が約3％ずつ
上積みをしただけで、その差は変わっていない。
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　すでに触れたように、この統一地方選挙が行わ
れる直前に、ベルキン・エリヴァンが昏睡の末に
死亡した。少年の死に対して哀悼の意を示さない
エルドアンの態度にデモ参加者たちは憤慨しなが
ら追悼デモを行い、メディアもこれを広く報じた。
しかし、統一地方選への影響は結果としてほとん
どなかった。
　ゲズィ運動の舞台となったイスタンブルのベイ
オール地区の区長選では、第1位となったのは公
正発展党候補で、47.8％の得票であった。第2位
は共和人民党候補で35.2％、第3位には2012年に
設立された人民民主党が7.3％の得票で健闘した。
人民民主党は、マイノリティ出身の2人の左派人
権活動家によって創設された政党で、人民社会主
義や反ナショナリズムを掲げている。前回の選挙
では、公正発展党が37.4％で第1位、ついで共和
人民党が26.5％、第3位は福祉党の後継政党の一
つでイスラーム主義の至福党が12.8％を獲得し
た。2014年と2009年の差異としては、第3党がイ
スラーム主義政党から左派政党に取って代わられ
ており、これが最大の変化といえる。しかし、上
位2党の得票率の推移は、いずれも10％ほどの上
積みがされているだけで両党間の差は変化してい
ない。
　郊外も含めたイスタンブル市長選の傾向と、ゲ
ズィ運動の舞台となったベイオール地区区長選の
傾向を比較すると、公正発展党の得票率はほぼ同
じだが、第2位の共和人民党の得票はベイオール
地区ではむしろ低調であることがわかった。これ
は、そもそもイスタンブル市長選で共和人民党の
地盤になっていたのはベイオール地区に隣接する
シシリ地区であり、イスタンブル全体の共和人民
党の得票は、シシリでの得票が61.1％と、次点の公
正発展党を2倍以上引き離す高い得票率だったこ
との結果である。シシリ地区は、共和人民党のサ
ルギュル候補の国会議員時代からの地盤として知
られている。したがって、シシリ地区での共和人
民党の得票の高さは、ゲズィ運動に起因するもの
とは言い難い。つまり、統一地方選においてゲズィ
運動の影響はほとんどなかったと言ってよい。
　2014年8月に実施された大統領選挙は、トルコ
共和国初の直接選挙による大統領選挙であった。
公正発展党からはエルドアン首相、共和人民党と
民族主義者行動党からは合同候補としてエクメ
レッディン・イフサンオール、人民民主党からは
共同党首のセラハッティン・デミルタシュが立候
補した。事実上、エルドアンとイフサンオールの
一騎打ちと考えられた。イフサンオールはエジプ
トのカイロ出身で、イスラームの権威であるアズ
ハル大学卒業生である。世俗主義を標榜してきた
共和人民党だが、宗教熱心な有権者を取り込むこ
とを目的に、従来対立してきた民族主義者行動党
とも協力して、イスラーム的な高等教育を受けた
人物を候補者に立てたのだった。
　結果は、イスタンブルでの得票はエルドアンが
49.8％、イフサンオールが41.1％、デミルタシュが
9.1％で、エルドアンの勝利であった。全国では、
エルドアンが51.8％、イフサンオールが38.4％、デ
ミルタシュが9.8％で、全国よりもイスタンブルで
のイフサンオールの健闘が認められる。しかし、
統一地方選の結果と考え合わせると、これがゲ
ズィ運動の影響なのか、そもそもイスタンブルが
内包する政治的傾向なのかは不明確である。
　以上のように、選挙においてゲズィ運動の影響
はほとんど見られなかった。トルコ随一の繁華街
を1か月にわたって混乱に陥れ、多くの人々に新
たな政治参加の可能性を見せたゲズィ運動は、な
ぜ選挙において影響力を持たなかったのだろう
か。
　この最大の理由は、ゲズィ運動がごく局所的な
運動で終わったことにある。イスタンブルの中心
部だけを見ても、ゲズィ運動が展開されたのは新
市街のタキシム広場近隣だけで、旧市街やアジア
側はおろか、近年再開発が進む新市街の北部にも
影響は見られなかった。また、他の都市に波及は
したものの、それは大都市の中心部に限られ、郊
外やましてや村落の人々にとっては、完全に対岸
の火事だった。つまり、ゲズィ運動はイデオロギー
横断的な運動としては国民運動的な兆しを見せて
はいたが、その実、トルコ国民の多くは、トルコ
で最も豊かな大都市の中心部で展開された騒擾を
冷ややかに受け止めており、運動そのものが国民
運動として受け入れられることはなかったので
ある。ゲズィ運動においてイデオロギー間の差異
は、解決すべき共通の課題あるいは敵を作ること
によって乗り越えられることが示された。しかし、
都市と村落、中心と郊外の間に横たわる、文化的・
経済的・地理的な落差を乗り越えることにはつな
がらなかったのである。
　また、ゲズィ運動では「反エルドアン」戦線の
可能性が示され、それは大統領選挙における共和
人民党と民族主義者行動党の共同という形で実現
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した。しかし、こうした共同はあくまでもその場
限りの関係であり、エルドアンという対象があっ
て初めて成り立つものであった。仮にエルドアン
を打ち負かし、辞任に追い込むことに成功したと
して、その後のヴィジョンはあったのだろうか。
ゲズィ運動では様々な人々が様々な発言をした
が、そこに共通の「エルドアン後」を示すものは
見当たらなかった。急進的ではあるが明確なヴィ
ジョンを持ち、それをすでに実行してきている与
党と、当面の政治目標である打倒エルドアンが実
現された後のヴィジョンが不明確な運動の各団体
では、選挙での勝敗は明らかと言わざるを得ない
のである。
おわりに
　以上、ゲズィ運動をトルコ共和国の政治史に位
置付けながら、運動が示した可能性と限界を検
討してきた。ゲズィ運動の発生はそもそも、イス
ラーム主義運動がトルコ政治においてオルタナ
ティヴから体制へとその立ち位置を変える中で生
じた、有力なオルタナティヴの不在に起因するも
のであった。したがって、ゲズィ運動の重要性は、
トルコ政治におけるオルタナティヴとして今後機
能できるか否かにかかっている。2013年の運動
開始において、ゲズィ運動はその端緒に着いたと
言ってよい。様々なイデオロギーに基づく旧来の
政治団体を集合させて共同の可能性を開き、また、
それまで政治運動に関心を示していなかった若い
世代を路上に引っ張り出したことは、今後のトル
コ政治にとって重要な一歩であった。外圧も軍部
の力も借りることなく、選挙で覆せない強固な政
権を市民の力によって脅かすことができたとい
う体験は、特に若い世代の政治参加に変化を及ぼ
すことが期待される。加えて、外圧という国家間
の関係ではなく、民衆運動の波及という形で世界
的な運動との連動性が示されたことは、経済のグ
ローバル化に対する民衆からの対抗という点で意
義深いことであった。
　他方で、トルコの政治文化や風土に根差した限
界が見られたのも事実である。アタテュルクやオ
ジャランの旗を掲げることで自らの政治的立場を
表明するという態度には、建国当初から続く権威
主義との親和性や個人支配の容認という危うさが
感じられた。また、運動が大都市の中心部に限定
されていたうえ、将来的なヴィジョンが不明確で
あったことから、選挙では公正発展党の強固な地
盤を突き崩せなかった。トルコで広く見られる都
市と農村の格差や、農村出身者が多く住む都市の
郊外と旧来の住民が多い中心部という、地理的距
離が象徴する経済的・文化的な隔たりは、イデオ
ロギー的な共同だけでは乗り越えられないもので
あった。
　なお、ゲズィ運動に少数ながらスカーフ姿の女
性が参加していたことは、イスラーム主義内部に
も様々な立場があることを示している。ゲズィ運
動におけるイスラーム主義者の対応については稿
を改めて論じたい。
　ゲズィ運動の様子を記録したドキュメンタリー
映画のタイトル『これはまだ始まり：この映画に
は勇気と連帯と希望がある』が示すように、イス
ラーム主義に代わる有力なオルタナティヴ形成へ
の試みはまだ始まったばかりである。
（本研究はJSPS科研費25870749による成果の一部
である。）
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図 1　タキシム・プラットフォームによるゲズィ公園再開発計画に反対するポスター。
「タキシムのオスマン風陸軍司令部建設に 5万回のノー！　木々に、休息に、日差しに、
生活にイエス！」（2013 年 2月 25日に筆者撮影）
図 2　ベルキン・エリヴァン追悼デモの翌日にタキシム広場に書かれていた落書き。
「ベルキンを警察が殺した」（2014 年 3月 12日に筆者撮影）
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